
76,316 人（－ 9）
男　37,887 人（－ 7）
女　38,429 人（－ 2）
世帯数　30,675 世帯（＋ 37）

（　）内は前月との比較

人 の 動 き 【2017/8/1 現 在 】

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生　40　   転入　180

死亡　70　   転出　159 

石     岡
石岡の今を伝える　
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支
え
合
っ
て
、
生
き
て
い
く
。

　

９
月
は
認
知
症
を
知
る
月
間



－特集－　　地域で支え合おう、認知症
知症は、誰でもなり得る身近な脳の病気。
65 歳以上の高齢者のうち認知症の前段階

である軽度認知障害（MCI）を含めると、4 人に
1 人が認知症と、その「予備軍」と言われています。
　しかし、認知症は早期受診し適切な医療や対応
を受けられれば、進行を遅らせることができます。
そのためには事前に認知症のことを知っておくこ
とが大切。そして、たとえ認知症になっても、周
囲のサポートさえあれば、その人らしく暮らして
いくこともできるのです。
　9 月は認知症を知る月間。今月は認知症につい
て考えます。

■問い合わせ　石岡市地域包括支援センター
　　　　　　　☎ 35-1127

\ オレンジリングは認知症サポーターの証 /
厚生労働省では、認知症に関する講座を受講した人々
が認知症サポーターとなり、理解や支援を広げていく
「認知症サポーターキャラバン」を全国で展開中です。
　これまでに市内では 3,699 人（H29.7 月末）が認知
症に関する講座を受講。認知症サポーターが誕生して
います。

認

　▶認知症簡易チェックサイトには、２つのサイトがあります。
　　❶身近な人の状態をチェックできる「これって認知症？（家族・介護者向け）」
　　❷自分の状態をチェックできる「わたしも認知症？（本人向け）」
　　　↓パソコンはこちらから↓
　　　http://fi shbowlindex.net/ishioka/
　　　↓携帯電話、スマートフォンで読み取れるＱＲコードはこちらから↓

パソコンや携帯・スマートフォンで、簡単に認知症チェック！

※認知症チェックサイトの利用料は無料で（通信料は自己負担）、個人情報の入力は一切
不要です。医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてく
ださい。

　認知症の始まりによく見られる症状
　□　しまい忘れ・置き忘れが増え、いつも探している
　□　料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
　□　約束の日時や場所を間違えるようになった
　□　些細なことで、怒りっぽくなった
　□　外出時に持ち物を何度も確かめる
　□　趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
　（公益社団法人 認知症の人と家族の会作成 から一部抜粋）

　上記の気になる症状がみられたら、認知症簡易チェックサイトを活用ください。

　□　料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった

広報いしおか９月１日号　№２８６　　　２　　　　　　　



認
知
症
に
な
っ
て
も
、
サ
ポ
ー
ト
さ
え
あ
れ
ば
…

さ
か
自
分
が
認
知
症
に
な

る
な
ん
て
。
診
断
当
時
は

そ
う
い
う
気
持
ち
で
し
た
ね
。

　

穏
や
か
な
口
調
で
、
そ
う
話
す

の
は
市
内
に
暮
ら
す
よ
し
み
さ
ん

（
仮
名
）。
１
年
半
前
に
、
前
頭
側

頭
型
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た
当

時
は
ま
だ
50
代
で
し
た
。

　

64
歳
以
下
で
発
症
す
る
認
知
症

は
若
年
性
認
知
症
と
呼
ば
れ
ま

す
。
仕
事
や
生
活
に
支
障
を
き
た

す
よ
う
に
な
っ
て
も
、
認
知
症
と

気
づ
か
れ
ず
、
う
つ
病
や
更
年
期

障
害
と
間
違
わ
れ
、
診
断
に
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で

す
。

認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
ま
で

　

よ
し
み
さ
ん
も
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
ま
で
に
は
お
よ
そ
半
年
か

か
り
ま
し
た
。
診
断
直
前
ま
で
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
ま
し
た
が

「
同
僚
と
話
が
合
わ
ず
、
仕
事
で

会
う
人
の
名
前
も
覚
え
ら
れ
な
く

な
り
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
そ
れ
は

前
兆
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
ま
す
。
在
職
中
に
受
診
し

た
病
院
で
は
、
う
つ
病
と
診
断
さ

れ
、
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
み
ま
し

た
が
、
症
状
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
家
族
の
気
づ
き
が
、

　

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

　

一
緒
に
暮
ら
す
夫
の
一
郎
さ
ん

（
仮
名
）
は
、
よ
し
み
さ
ん
が
以

前
と
比
べ
て
喜
怒
哀
楽
の
感
情
が

な
く
な
り
、
何
を
聞
い
て
も
「
は

い
」
と
し
か
言
わ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
妻
の
様
子
を
毎

日
、ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
野
菜
と
味
噌
だ
け
で
水

の
入
っ
て
い
な
い
鍋
を
火
に
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見

し
、
新
た
な
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
を
決
意
。
認
知
症
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。

適
切
な
治
療
を
受
け
、

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
さ
え
あ
れ
ば
…

　

２
か
月
ほ
ど
入
院
治
療
を
経
て

自
宅
に
戻
っ
た
よ
し
み
さ
ん
。
退

院
直
後
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使

い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
力
を
借

り
て
自
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

一
時
は
、
夕
方
に
な
る
と
家
の
中
を

不
安
で
歩
き
ま
わ
る
な
ど
の
症
状
も

出
ま
し
た
が
、
今
で
は
大
分
落
ち
着

き
、
笑
顔
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
月

～
金
曜
の
お
昼
と
夕
方
に
１
時
間
ず

つ
ヘ
ル
パ
ー
に
来
て
も
ら
い
一
緒
に

料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
の

中
身
を
見
て
作
る
も
の
を
相
談
。
今

で
は
、
調
味
料
の
量
や
火
加
減
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
く
ら
い
で
、
作
業
の

８
割
は
よ
し
み
さ
ん
が
行
い
ま
す
。

　
「
親
戚
や
ご
近
所
さ
ん
に
は
、

我
が
家
の
状
況
は
話
し
て
い
る
ん

で
す
。
色
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も

使
っ
て
、
自
分
た
ち
だ
け
で
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
夫
の
一
郎
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

認知症の種類

1. アルツハイマー型認知症
　・新しい出来事を覚えるのが困難になり、経験
　　した出来事自体を忘れる。
　・何かを忘れたり、分からないことに対して取
　　りつくろうため周囲の人が気づきにくい。
　・季節感や時間の感覚があやふやになる。

2. 血管性認知症
　・脳血管障がいが起こるたび段階的に進行する。
　・気分が落ち込んだり、何かをしようとする意
　　欲が下がる。
　・感情のコントロールが難しくなる。
　・動脈硬化の危険因子を抱える男性に多い。
　・脳血管障がいの再発を防ぐことで進行を予防
　　できる。

3. レビー小体型認知症
　・人物や動物、昆虫など他の人には見えないも
　　のが見えたり、それに話しかけたりする。
　・初期では手が震えるが、進行すると筋肉が固
　　くなって震えが止まる。
　・歩行が小刻みになり、転倒しやすくなる。

4. 前頭側頭型認知症
　・興味、関心が薄れると会話中でも立ち去って
　　しまう。
　・抑制がきかなくなり、万引きや信号無視など
　　社会ルールに違反することがある。
　・同じパターンの行動を繰り返す。
　・50 歳くらいから発病することがある。

ま

▲一郎さんは、よしみさんが認知症と診断される
前から、毎日の様子をノートに記録していました。
お医者さんに相談する際に大変役立ちます。

認知症とは、脳の障がいにより、これまで培ってきた記憶や思考などの能力が徐々に
低下し、日常生活に支障をきたす状態です。

　　　　　　　３　　　広報いしおか９月１日号　№２８６



認
知
症
に
な
っ
た
あ
な
た
を
支
え
る
場
所

　

石
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
保
健
師
や
社
会
福
祉

士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
暮
ら

し
を
様
々
な
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
市
町
村

が
設
置
。
石
岡
市
で
は
平
成
18
年

４
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど

の
介
護
予
防
か
ら
認
知
症
予
防
講

座
ま
で
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢

者
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
27
年
に
は
、
専
門
職
に
よ

る
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
認
知
症
や
そ
の

疑
い
の
あ
る
人
や
家
族
へ

の
支
援
を
行
い
、
専
門
医

療
機
関
・
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
の
も
と
、
認
知

症
の
早
期
診
断
・
対
応
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

本
人
の
サ
ポ
ー
ト
も

　

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も

　

地
域
で
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

支
援
計
画
を
考
え
な
が

ら
、
在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
家
族
向
け
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。

９
月
30
日
は
、

健
康
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

健
康
づ
く
り
や
認
知
症
予
防
を

テ
ー
マ
に
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館（
大
砂
１
０
５
２
７-

６
）

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込
チ

ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認
知
症
あ
ん
し
ん
便
利
帳

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
相
談
先
、
利
用
で
き
る
支
援
な

ど
の
情
報
が
満
載
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
す
。
希
望
者
に
は
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

もの忘れ ( 認知症 ) 相談会

▶市内精神科医療機関の精神保健福祉士
による相談会です。秘密は厳守されます。
日時／ 9 月 13 日水・26 日火
　　　10 月 11 日水
　　　午後 1 時 30 分から
この日程以外のご相談も可能です。

訪問での相談も受け付けます。（予約制）

■問い合わせ
　石岡市地域包括支援センター
　（ひまわりの館・大砂 10527-6）
　☎ 35-1127

あんしんライフプラン
　　　　　～音楽で認知症予防～

▶音楽を楽しみながら、認知症予防をし
ましょう。
日時／ 10 月 13 日金・27 日金
　　　 11 月 22 日水
　　　 12 月 6 日水・15 日金
　　　 午後 1 時 30 分～ 3 時
場所／ふれあいの里石岡 ひまわりの館
　　　介護研修室
対象／ 5 回全てに参加できる人
参加費／無料
定員／ 30 人（定員超過時抽選）
申込方法／ 9 月 15 日金までに、直接ま
　　　　　たは電話で申し込み。

地
\ 地域包括支援センターは、ふれあいの里石岡ひまわりの館内にあります /

広報いしおか９月１日号　№２８６　　　４　　　　　　　



\ 私たちは、もう認知症サポーター / 認知症サポーター養成講座

▶標準テキスト「認知症サポーター養成
講座」と DVD を用いた講座。テキストの
内容が基本ですがグループの年齢層や所
属団体の特性に合わせた内容に変更する
ことも可能です。
※市の出前講座として実施します。
対象／市内在住・在勤者を中心とした集
まりで５人以上の受講生が集まれば開催
可能です。
所要時間／ 60 ～ 90 分
受講料／無料
内容の問い合わせ　
　地域包括支援センター☎ 35︲1127
出前講座の申し込み　
　生涯学習課☎ 43-1111（内線 1364）

桜
地
区
の
月
岡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
さ
と
主
催
の

介
護
予
防
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
２
回
、
約

20
人
が
集
ま
り
賑
や
か
な
笑
い
声
で

包
ま
れ
る
体
操
教
室
。６
月
14
日
は
、

普
段
よ
り
多
い
25
人
ほ
ど
の
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
、う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
一
緒

に
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
明
る

い
声
で
参
加
者
に
声
を
か
け
る
の

は
、
下
青
柳
地
区
の
愛
の
家
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
石
岡
青
柳
の
職

員
、
唐
澤
香
織
さ
ん
で
す
。

人
と
の
よ
り
良
い
関
わ
り
が

　

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

　
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
何
も

で
き
な
く
な
る
。
そ
う
思
う
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
る

と
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る

こ
と
は
﹃
沢
山
あ
る
、
ま
だ
ま
だ

あ
る
﹄
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
準
備
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
し

て
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た

り
。
む
し
ろ
、
私
自
身
が
助

け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
も
。
体
操
自
体
は
ホ
ー
ム

内
で
も
で
き
ま
す
。
で
も
地

域
の
方
た
ち
と
関
わ
る
機
会

を
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」

と
唐
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

施
設
と
地
域
を
つ
な
げ
た
い

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居

者
が
地
域
の
体
操
教
室
に
参
加
す

る
こ
と
は
施
設
と
地
域
を
つ
な
げ

る
県
内
で
も
先
駆
的
な
試
み
で
す
。

　
「
体
操
教
室
の
帰
り
の
車
中
で

入
居
者
さ
ん
と
話
す
ん
で
す
。
こ

う
し
て
体
操
教
室
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
か
ら
、
雛
ま
つ
り

の
時
期
に
な
っ
た
ら
私
た
ち
の

ホ
ー
ム
に
月
岡
の
人
た
ち
を
招
い

て
、お
も
て
な
し
し
た
い
ね
っ
て
。

施
設
内
だ
け
の
生
活
に
な
る
の
で

は
な
く
、
施
設
に
入
っ
て
も
地
域

と
関
わ
り
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と

は
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
」

　

地
元
の
人
の
理
解
や
協
力
が
本

当
に
あ
り
が
た
く
、
で
き
る
だ
け

長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
話
す
唐

澤
さ
ん
。
認
知
症
を
地
域
全
体
で

支
え
合
う
た
め
に
、
市
内
で
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
全
体
で
支
え
合
う
た
め
に
、

　
　

施
設
と
地
域
を
つ
な
げ
た
い

小

▲ 6 月 20 日に園部中学校の 1 年生を対象に認知症サポーター
養成講座が行われました。地域包括支援センターの職員から認
知症の症状や接し方のポイントなどの説明を受けました。

　　　　　　　５　　　広報いしおか９月１日号　№２８６



９月 16・17・18 日の３日間は、常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつり）。今年の年番は青木町。

スマホで山車・獅子の現在地をチェック 
 おまつり見物に役立ちます！
▶石岡のおまつりを見物する時に「○○町の山
車を見たいけど今どこにいるんだろう？」と
思ったことはありませんか？
　ＧＰＳを利用し、スマートフォンなどで、山
車・獅子の現在地をチェックできます。駐車場
やトイレの場所など、施設情報もあわせて掲載
します。

利用方法／
　おまつり期間中に下
のＱＲコード・市ＨＰか
ら特設サイトにアクセ
スし、ご利用ください。
※ 市 内 各 所 の ポ ス
ター・チラシにもＱＲ
コードを表示します。

公開期間／
　９月 16日�～ 18日⺼

GPS とは？
　正確な位置情報を人工衛星からの電波利用し
て知る装置です。カーナビなどでも利用されて
います。

石岡のおまつりをＰＲ
 ラッピングバスが運行開始
▶市の内外におまつりをＰＲし、観光客の増加
を目指し、市の公用バスに獅子頭をイメージ　
したラッピングを施しました！
　この公用バスは、主に福祉事業に使用されて
いて、関東近郊を走行しながら、市の魅力を発
信中です。

９月の情報ピックアップ 問  観光課（支所）☎ 43 -1111（内線 1133）

今
年
も

　熱
い
ま
つ
り
が

　
　
　
　や
っ
て
き
ま
す

広報いしおか９月１日号　№２８６　　　６　　　　　　　

▼後ろにも大きな獅子頭が！

▲ドアからもひそかに
　アピール！

▲ＱＲコード

　９月 16日�～ 18日⺼ ▲画面イメージ



まちのわだいピックアップ

八
坂
神
社
祇
園
祭
（
柿
岡
の
お
ま
つ

り
）
が
７
月
22
・
23
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
舘
獅
子
と
荒
宿
の
さ
さ
ら
が
露
払

い
を
行
い
御
神
輿
を
八
坂
神
社
か
ら
御
仮

屋
に
移
し
ま
し
た
。
舘
獅
子
は
、
昔
か
ら

舘
一
番
と
い
わ
れ
大
永
８
年（
１
５
２
８
）

頃
か
ら
、
諏
訪
神
社
に
伝
わ
る
一
頭
獅
子

舞
で
す
。
獅
子
頭
に
は
特
徴
的
な
多
く
の

長
い
髭
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
、
舘
獅
子
と
荒
宿
の
さ
さ
ら
が

露
払
い
を
行
っ
た
後
に
御
神
輿
が
出
発
。

各
町
内
の
担
ぎ
手
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声

と
と
も
に
町
内
を
一
巡
し
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、
６
台
の
山
車
が
各
町
内
か

ら
巡
行
し
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
す
。
山
車
の
上
で
は
、
ひ
ょ
っ
と
こ
や

狐
な
ど
が
踊
り
を
披
露
。
午
後
７
時
過
ぎ

に
八
坂
神
社
前
に
勢
揃
い
し
、
お
ま
つ
り

の
熱
気
も
最
高
潮
に
。
た
く
さ
ん
の
人
が

お
囃
子
や
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
な
か
行
わ
れ
た
今
年
の
柿
岡
の

お
ま
つ
り
は
、
２
日
間
で
２
万
１
０
０
０

人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

柿
岡
の
お
ま
つ
り
に

　
　
　
　

２
万
１
０
０
０
人
が
訪
れ
る

　　　　　　　７　　　広報いしおか９月１日号　№２８６

▲八坂神社前の山車の競演は見ごたえあり！

▲長い髭が特徴の「舘獅子」 ▲御神輿を担ぐ町内の人たち
　元気な掛け声が響きました

▲石岡駅前の御幸通りは、たくさんの若者、親子で賑わいました

▲アジア動物専門学校では犬猫の殺処分ゼロのための募金活動を実施

若
い
力
が
結
集
！

　
　
　
　

石
岡
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
開
催

夏
の
恒
例
行
事
、
石
岡
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
（
石
岡
商
工
会
議
所
青
年
部

主
催
）
が
７
月
29
日
、
石
岡
駅
前
の
御
幸

通
り
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
木
大

輔
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
市
内
で
店
舗

や
会
社
を
営
む
20
～
40
代
の
実
行
委
員

が
、
仕
事
の
傍
ら
４
月
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
５
０
０
ｍ
あ
る
通
り
が
、
音
楽

ス
テ
ー
ジ
、
次
世
代
ゾ
ー
ン
・
乾
杯
ゾ
ー

ン
・
出
店
ゾ
ー
ン
・
体
験
ゾ
ー
ン
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
次
世
代
ゾ
ー
ン
に
は
、
石

岡
第
一
高
等
学
校
、石
岡
第
二
高
等
学
校
、

石
岡
商
業
高
等
学
校
、
ア
ジ
ア
動
物
専
門

学
校
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
５
団
体
が

参
加
。
野
菜
の
販
売
や
歴
史
を
テ
ー
マ
に

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
市
内
菓
子
店
と

連
携
し
た
新
商
品
の
販
売
な
ど
各
学
校
の

特
色
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た（
一
社
）

石
岡
青
年
会
議
所
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

茨
城
県
初
上
陸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
バ
ゲ
ー

も
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
本
イ
ベ
ン
ト
。

ま
ち
な
か
に
若
い
力
が
結
集
し
ま
し
た
。



日本初！ 2017 全国看板
　 建築サミットを開催
　7 月 16 日、「看板建築」について
話し合う「2017 全国看板建築サミッ
ト」が開催されました。
　サミットに先立ち行われた「まちなか
散策」には市内外から約200人が参加。
歴史ボランティアガイドなどの説明を受
けながら看板建築を見学しました。
　その後、市民会館で行われたサミッ
トには約 550 人が参加。パネルディ
スカッションでは活発に意見がかわさ
れました。サミット後、コーディネー
ターを務めた筑波大の藤川教授は「看
板建築の今後を考えるひとつのきっか
けになれば」と語りました。

三村はやしと御神輿の掛け声が境内に響く夜（三村須賀神社祇園祭）

ま ち の 話 題

広報いしおか９月１日号　№２８６　　　８　　　　　　　

▲歴史ボランティアガイドなどの説明に熱心に耳を傾ける参加者

▲パネルディスカッションの様子 ▲散策参加者に配布された文化財カード

1御神輿が巡行を終えて神社の鳥居をくぐるまでも迫力
満点。境内に入ったのは午後 11時過ぎでした2三村小
の児童たちによるひょっとこやおかめの踊り3子どもた
ちに三村ばやしを教える原田善之さん。三村ばやしは市
内のほかの囃子と比べるとテンポが速いのが特徴です。

　

７
月
22
・
23
日
は
、
三
村
地
区
の
須
賀
神
社
祇

園
祭
。こ
の
祭
礼
の
年
番
は
町
内
単
位
で
は
な
く
、

25
歳
の
年
齢
に
な
る
青
年
団
の
男
性
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
今
年
、
青
年
団
長

を
務
め
た
の
は
小
松
崎
雄
太
さ
ん
、
副
団
長
を
務

め
た
の
は
斉
藤
文
明
さ
ん
と
菅
谷
崇
さ
ん
。
４
月

か
ら
土
日
を
使
い
、
祭
り
の
準
備
。「
慣
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
大
変
だ
っ
た
が
、
先
輩
た
ち
の
力

を
借
り
て
進
め
て
こ
れ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

初
日
の
午
後
２
時
過
ぎ
、
神
社
を
出
御
し
た
御

神
輿
は
、
羽は

な

し
成
子
川
で
御お
は
ま
お

渚
降
り
の
儀
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
水
草
を
使
い
、
川
の
水
で
御
神
輿

を
清
め
、
初
穂
が
奉
納
さ
れ
神
様
が
禊

み
そ
ぎを
し
身
支

度
を
整
え
る
神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
皮
切
り
に
、
御
神
輿
は
２
日
か
け
て
、
16
地

区
を
渡
御
し
ま
す
。

　

最
終
日
の
夜
に
は
、
御
神
輿
の
還
御
を
待
つ
神

社
の
境
内
に
三
村
ば
や
し
の
音
色
が
響
き
ま
す
。

踊
り
は
三
村
小
学
校
の
児
童
た
ち
。
指
導
す
る
の

は
神
社
の
総
代
で
あ
り
、
三
村
囃
子
保
存
会
の
会

長
も
務
め
る
原
田
善
之
さ
ん
。
三
村
ば
や
し
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
小
学
校
で

も
教
え
始
め
ま
し
た
。

　
「
昔
、
近
隣
の
町
の
お
祭
り
に
囃
子
方
と
し
て

呼
ば
れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
三
村
か
ら
嫁

い
だ
女
性
が
、
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
が
三

村
ば
や
し
だ
と
、
す
ぐ
に
分
か
っ
た
と
駆
け
つ
け

て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
音
色
を
覚

え
て
い
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
三
村
の
子

ど
も
た
ち
に
も
、
こ
の
囃
子
の
音
色
を
つ
な
い
で

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

1 2 3



暴力団の排除強化へ
  石岡警察署と協定締結
　７月 29日、石岡市は暴力団排除条
例の実行性を高めるため、石岡警察署
との連携を強化する「石岡市が暴力団
排除措置を構ずるための連携に関する
協定書」を締結しました。石岡市民会
館で行われた「石岡市安全・安心まち
づくり市民大会」の中で、市民 900
人が見守る中、協定書を交わしました。
　これにより、市が実施する事業の相
手方が暴力団員であるかどうかを警察
署に照会できるようになったほか、石
岡警察署からも事業対象者が暴力団員
であると分かった場合、石岡市に通報
がなされるようになりました。

　

６
月
15
日
、
県
立
消
防
学
校
で
県
消
防
救
助
技

術
大
会
が
行
わ
れ
、
引
揚
救
助
部
門
で
石
岡
市
消

防
本
部
特
別
救
助
隊
が
10
年
ぶ
り
に
県
１
位
に
な

り
、
７
月
14
日
に
関
東
地
区
指
導
会
（
山
梨
県
）

に
県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
引
揚
救
助

と
は
、
地
上
７
メ
ー
ト
ル
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た

人
の
救
助
を
想
定
し
た
も
の
で
、
技
術
の
正
確
性

と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
す
。
結
果
は
82
・
６
秒
。

全
国
大
会
へ
進
む
た
め
に
必
要
な
タ
イ
ム
は
80
秒

で
わ
ず
か
2.6
秒
及
ば
ず
と
も
健
闘
。
中
山
貴
司
隊

長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
消
防
救
助
の
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
す
べ
て
は
、
市
民
の
安
全

と
安
心
の
た
め
。
石
岡
市
消
防
本
部
の
救
助
隊
員

は
、
今
日
も
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

茨城県代表として関東へ
石岡市消防本部特別救助隊が活躍

▲要救助者を引き揚げる岡田隊員（写真左）と増井隊員
　

７
月
13
日
、
海
外
芸
術
交
流
協
会
茨
城
支
部
・

石
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
共
催
す
る
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
留
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
事
業
に

伴
い
、
留
学
生
16
人
が
石
岡
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
が

石
岡
市
を
舞
台
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
お
よ
そ
10

年
前
の
こ
と
。県
内
で
の
実
施
は
石
岡
市
の
み
で
、

年
々
参
加
人
数
も
増
え
、
草
の
根
で
の
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
の
荒
野
さ
ん
は
「
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
始
め
た
の
は
昨
年
か
ら
。
何
事

に
も
興
味
を
示
し
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
メ
モ

を
取
っ
て
調
べ
て
い
る
ひ
た
む
き
さ
に
感
心
し
て

い
ま
す
。
近
所
に
住
む
子
ど
も
や
孫
た
ち
と
も
す

ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
世
界

を
広
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」と
話
し
ま
し
た
。

フランスと日本の架け橋に
　留学生 16人がホームステイ体験

▲石岡のおまつりＴシャツとお獅子のお土産も喜んでくれた様子

　　　　　　　９　　　広報いしおか９月１日号　№２８６

▲協定書を交わす小森正彦石岡警察署長（右）と今泉文彦石岡市長（中央）。左
は立会いの上田裕司県企業防衛対策協石岡地区推進協会長



　

統
計
学
習
の
支

援
を
目
的
に
、
市

立
南
小
学
校
で
県

統
計
課
に
よ
る
「
い

ば
ら
き
お
も
し
ろ

統
計
塾
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
座
を
受
け
た

４
年
生
は
、
統
計

ク
イ
ズ
で
大
盛
り

上
が
り
！
「
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
楽
し
さ
と
統
計

の
意
義
を
伝
え
た
い
」
と
講
師
の
県
職
員
は
話
し

ま
し
た
。
講
座
後
、
あ
る
児
童
は
「
家
で
も
パ
ソ

コ
ン
で
色
々
な
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
ま
し
た
。

7 月 13 日　統計から見えてくること
　　南小で県統計課が出前講座

　

６
月
13
日
か
ら

７
月
２
日
ま
で
、

八
郷
総
合
支
所
「
郷

の
風
」
で
第
１
回
・

石
岡
ア
ー
ト
協
会

展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
協
会

設
立
後
初
め
て
の

協
会
展
で
、
会
員

制
作
作
品
１
７
１
点
（
日
本
画
19
点
・
洋
画
26
点
・

彫
刻
４
点
・
工
芸
美
術
31
点
・
書
51
点
・
写
真
40

点
）
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
展
示
さ
れ
た
作
品
を
熱

心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

7 月 2日　設立後初！力作多数
　石岡アート協会展が開催されました

　

市
立
北
小
学
校

で
、
全
校
児
童
41

人
を
対
象
に
、
県

近
代
美
術
館
に
よ

る
出
前
イ
ベ
ン
ト

「
ハ
ロ
ー
！
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
美
術
館
職
員
が

県
内
小
中
学
校
へ
出
向
き
、
美
術
の
楽
し
さ
・
素

晴
ら
し
さ
を
分
か
ち
合
お
う
と
い
う
趣
旨
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
北
小
学
校
の
根
本
校
長
は
「
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
現
力
を

高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
目
を
細
め
ま
し
た
。

7 月 5日　絵画って楽しい！面白い！
　北小で「ハローミュージアム」開催

▲北小児童と美術館企画普及課の木崎さん

　

今
年
４
月
15
日

に
石
岡
駅
西
口
に

設
置
さ
れ
た
「
み

ん
な
の
タ
ロ
ー
像
」

の
原
形
が
、
市
民

の
会
東
支
部
よ
り

市
立
東
小
学
校
へ

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
タ
ロ
ー

の
36
回
目
の
命
日
。

東
小
学
校
の
終
業
式
の
中
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
祝
電
や
花
束
が
届
き
、
遠
く
は
金
沢

か
ら
参
加
さ
れ
た
ご
夫
婦
も
。

　

今
後
は
、
昇
降
口
で
子
ど
も
達
を
温
か
く
見
守

り
ま
す
。

7 月 20 日　東小にタロー像原形贈る
青少年を育てる石岡市民の会東支部

▲贈呈されたタロー原形と関係者の皆さん

▲石岡アート協会展の展示の様子

▲南小児童と講師の県統計課職員

　

秋
田
県
立
武
道

館
に
お
い
て
、
第

53
回
献
血
運
動
全

国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
大
会
に
お

い
て
、
長
年
に
わ

た
る
献
血
運
動
推

進
へ
の
多
大
な
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、

石
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
古
く
、
今

年
創
立
60
周
年
。
今
後
も
様
々
な
社
会
貢
献
・
国

際
奉
仕
活
動
に
お
け
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 ▲石岡ロータリークラブ会長石﨑さん

　

県
内
各
地
の

Ｂ
＆
Ｇ
か
ら
約

１
３
５
人
の
小
中

学
生
が
集
ま
り
、

水
泳
で
タ
イ
ム
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
標
準
タ
イ

ム
を
突
破
し
た
上

位
６
位
ま
で
の
入

賞
者
が
、
８
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
「
２
０
１
７

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
」
に
出
場

で
き
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
石
岡
市
か
ら
は
10

人
、
茨
城
県
全
体
で
は
56
人
の
選
手
が
全
国
大
会

に
進
み
ま
し
た
！

7 月 8日　石岡市でＢ＆Ｇスポーツ大会
　　茨城県大会が開催されました

▲真夏日に熱い戦いが繰り広げられました

7 月 7日　献血推進に多大な功績
石岡ロータリークラブに感謝状
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旭
台
会
館
講
座
開
講

　知
っ
て
、
教
え
て
、
学
ぶ
講
座

９
月
１
日
金 

申
込
開
始

　
　ひ
ま
わ
り
の
館 

講
座

▶お菓子の食べ方、お茶の飲み方から学び、初
　歩のお点前でおいしいお茶を点てることがで
　きるようになることを目指しましょう。
　講師／藤井 芳江 先生 
　日時／ 10 月 6・13・20・27 日、11 月 24 日、
　　　　 12 月 1 日（金 ・全 6 回）
　　　　午前 10 時～正午
　定員／ 10 人　教材費／ 1,200 円

初心者茶道講座

　■申し込み・問い合わせ
　　ふれあいの里 石岡ひまわりの館  　☎ 35‒1126
　　申込方法 ／９月１日金～ 15 日金の期間に、直接または電話で申し込み
　　　　　　　※定員を超えた場合は抽選
　　受付時間／午前 8 時 30 分～午後５時（月曜日休館）

▶健康づくり・体力の向上・関節などの痛み
　を軽減するため楽しく体操しませんか？
　日時／ 10 月 5・19 日、11 月 2・16 日、
　　　 　12 月 7・21 日、1 月 11・25 日、
　　　 　2 月 8・22 日、3 月 8・22 日
　（木・全 12 回）午前 10 時～ 11 時 30 分
　講師／シルバーリハビリ体操指導士ほか
　定員／ 30 人

リラックス体操教室ふれあい陶芸教室

▶友達・家族で、世界で 1 個だけの器を手
　ひねりで楽しく作っちゃおう！
　日時／10 月 29 日、11 月 26 日、12 月 24 日、
　  1 月 28 日、2 月 25 日、3 月 25 日
　　日・午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　講師／志村 義明 先生
　教材費／ 1,000 円（粘土代）
　定員／ 30 人
　※作品は 2 か月後にお渡し

講座
教室

講座
教室

▶秋に合うネイルを基礎から学びましょう。
　講師／金子 雅枝 先生 
　日時／ 10 月 6・20 日、11 月 10・24 日、
　　　　 12 月 8 日（金・全 5 回）
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　定員／ 8 人　教材費／ 2,000 円

女子力ＵＰ！
ジェルネイル基礎講座

▶日本の伝統楽器で楽しく曲を演奏しましょ
　う。楽器が始めての人も無理なく学べます。
　講師／小林 正江 先生 
　日時／ 10 月 6・20 日、11 月 10・24 日
　　　　 （金 ・全 4 回）　午前 10 時～正午
　定員／ 10 人　教材費／ 100 円（資料代）

はじめての大正琴講座

▶ギターが家に眠っている人、一度弾いてみた
　かったと思う人、この機会に参加してみませ
　んか？
　講師／井上　学 先生
　日時／ 10 月 6・20 日、11 月 10・17 日、
　　　　 12 月 1・15 日（金 ・全 6 回）
　　　　午後 7 時～ 9 時 30 分
　定員／ 15 人　教材費／ 300 円（資料代）

▶初級の中国語を学びながら、歴史や風習など
　を知りましょう。
　講師／韓　麗 先生
　日時／ 10 月 12・26 日、11 月 9・30 日、
　　　　 12 月 7・21 日（木 ・全 6 回）
　　　　午前 10 時～正午
　定員／ 10 人　教材費／ 200 円（資料代）

初級中国語講座

■申し込み・問い合わせ
　旭台会館　☎ 26‒1366　℻ 26‒1780
　　　　　　 asahidai@smile.ocn.ne.jp
　申込方法 ／９月 8 日金～ 22 日金の期間に、
　　　　　　直接・電話・℻・ で申し込み
　　　　　　※定員を超えた場合は抽選
　受付時間／午前 9 時～午後５時（月曜日休館）

ギターに触れてみませんか講座

　　　　　　　１１　　広報いしおか９月１日号　№２８６



「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に

　

応
急
手
当
て
を

学
び
ま
し
ょ
う

▼
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
急

に
病
気
に
な
っ
て
倒
れ
た
り
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
、
適
切
な
応
急
手
当
て
が
で
き

れ
ば
、
そ
の
後
の
救
命
率
が
上
が

り
ま
す
。

身
近
な
人
が
心
停
止
！

　そ
の
時
あ
な
た
は
…

　

心
臓
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
人

を
助
け
る
た
め
の
３
か
条
！

1
直
ち
に
１
１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ

　

Ｄ
の
手
配

2
心
肺
蘇
生
法
の
開
始

3
必
要
に
応
じ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

　

大
切
な
人
の
尊
い
命
を
救
う
た

め
、
応
急
手
当
て
の
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
普
段
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◀
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
や
心
肺
蘇
生

　

法
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
！

９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
業
務
へ
の
正
し
い
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

全
国
一
斉
に
「
救
急
の
日
」
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

救
急
フ
ェ
ア
を
開
催

　

身
近
な
医
療
へ
の
理
解
を
深
め

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

「
救
急
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
９
日
土

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
イ
オ
ン
石
岡
店

内
容
／　

　

1
幼
稚
園
児
の
救
急
絵
画
展

　

2
一
日
救
急
隊
長
普
及
啓
発
活
動

　

3
救
急
車
・
救
助
工
作
車
の
展
示

　

4
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
形
を　

　
　

使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
体
験

　

5
ち
び
っ
子
防
火
衣
着
装
体
験

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部 

警
防
課

　

☎
２
３
・
０
１
１
９

▲救助工作車に乗って記念撮影！パチリ！

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

　
　
　許
可
が
必
要
で
す

は
り
紙
・
立
看
板
・
広
告
板

な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
表

示
す
る
時
は
、
景
観
に
配
慮
し
公

衆
へ
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、

原
則
市
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
種
類
ご
と
に
許
可
期
間

が
定
め
ら
れ
、
満
了
後
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
許
可
期
間

を
過
ぎ
た
広
告
物
は
、
除
却
命
令

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
屋
外
広
告
物
と
は
？
】

　

常
時
ま
た
は
一
定
期
間
、
継
続

し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
板
な
ど
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
６
６
）

アドバルーン

野立広告（広告板・広告塔）
広告旗

壁面利用広告

広
告
幕

突
出
広
告

車体利用広告

はり紙・はり札

屋上利用広告

電
柱
利
用
広
告

▲ AED や心肺蘇生体験もできます！

消防
救急

都市
景観

アーチ
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新
広
域
ご
み
処
理
施
設

　都
市
計
画
素
案
の
説
明
会
と
公
聴
会
を
開
催

▼
現
在
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、
茨
城
町
の
４

市
町
で
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
建
設
予
定
の
小

美
玉
市
で
都
市
計
画
変
更
の
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
域
ご
み
処
理
の
構

成
４
市
町
の
住
民
を
対
象
に
、
都

市
計
画
素
案
の
説
明
会
と
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

都
市
計
画
素
案
の
説
明
会

▼
都
市
計
画
変
更
素
案
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。（
要
事
前
申
込
）

内
容
／
小
美
玉
都
市
計
画

　

ご
み
焼
却
場
の
変
更
（
素
案
）

日
時
／
９
月
26
日
火 

午
後
２
時
～

場
所
／
小
美
玉
市
美
野
里
公
民
館

　

大
会
議
室

　
（
小
美
玉
市
片
倉
８
３
５
）

申
込
期
限
／
９
月
25
日
月

申
込
先
／
小
美
玉
市
市
民
生
活
部

　

環
境
課

　

☎
０
２
９
９
・
４
８
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
４
４
）

都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催

▼
都
市
計
画
素
案
へ
の
意
見
を
広

く
聞
く
た
め
に
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。な
お
、公
聴
会
は
公
述
申
出

人
が
い
る
場
合
の
み
開
催
し
ま
す
。

素
案
閲
覧
お
よ
び
申
出
期
間
／

　

９
月
27
日
水
～
10
月
12
日
木

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
／

・
石
岡
市 
生
活
環
境
課

・
小
美
玉
市 
環
境
課

・
か
す
み
が
う
ら
市 
環
境
保
全
課

・
茨
城
町 

み
ど
り
環
境
課

・
霞
台
厚
生
施
設
組
合
建
設
計
画
課

※
窓
口
対
応
は
各
開
庁
日
に
準
じ

　

ま
す
。

公
述
申
出
方
法
／

　

素
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
聴

会
で
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、
申

出
期
間
内
に
公
述
申
出
書
を
持

参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
公
述
人
多
数
の
場
合

は
選
考
し
ま
す
。

提
出
期
限
／

　

10
月
12
日
木（
郵
送
時
は
必
着
）

提
出
先
／

（
持
参
）

　

小
美
玉
市
市
民
生
活
部
環
境
課

（
郵
送
）

　

〒
３
１
９
‐
０
１
９
２

　

小
美
玉
市
堅
倉
８
３
５
番
地

　

小
美
玉
市
長
（
小
美
玉
市
市
民

　

生
活
部
環
境
課
扱
い
）

（
電
子
メ
ー
ル
）

kankyo@city.om
itam

a.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

小
美
玉
市
市
民
生
活
部
環
境
課

　

☎
０
２
９
９
・
４
８
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
１
４
４
）

広域
行政

都
内
ま
で
ら
く
ら
く
通
勤
・
通
学
！

    

特
急
券
補
助
制
度   

後
期
受
付
開
始

通勤
通学

定
期
券
用
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
料

金
券
を
利
用
し
て
、
東
京

方
面
へ
通
勤
・
通
学
す
る
人
を
対

象
に
、
購
入
費
の
１
／
２
相
当
額

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
東
京
方
面
へ

　

通
勤
・
通
学
す
る
18
歳
～
45
歳

　

ま
で
の
人

※
高
校
生
を
除
く
。
そ
の
他
条
件

　

が
あ
り
ま
す
。

補
助
額
／

　

最
大
１
万
６
０
０
０
円（
月
額
）

受
付
期
間
／
９
月
１
日
金
～

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
４
）

石岡市　特急券補助

申請方法など詳しくは、

検索☟

▼
11
月
５
日
に
任
期
満
了
と
な
る

石
岡
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補

予
定
者
ま
た
は
代
理
者
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
立
候
補
届
出

に
必
要
と
な
る
各
種
書
類
の
記
載

方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
22
日
金
午
前
10
時
～

場
所
／
石
岡
市
役
所
本
館
大
会
議
室

告
示
日
／
10
月
15
日
日

投
票
日
／
10
月
22
日
日

■
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

市長
選挙
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市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

イ

ベ

ン

ト

第
21
回
石
岡
市
企
画
展

▼
洋
画
・
書
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／

　

９
月
29
日
㊎
～
10
月
４
日
水

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
１
階

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル「
郷
の
風
」

出
展
者
／
鬼
澤 

實
氏
（
洋
画
）

　
　
　
　

兼
子 

さ
ち
子
氏
（
書
）

　
　
　
　

木
村 

稔
氏
（
書
）

入
場
料
／
無
料

問
2
文
化
振
興
課

　
　
（
内
線
１
３
２
２
）

自
然
と
ふ
れ
あ
う

　
　
　
　

ジ
オ
ヨ
ガ
体
験

▼
広
大
な
芝
生
の
上
で
ヨ
ガ
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ヨ
ガ
の
後
は

八
郷
の
野
菜
と
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ム
ー
ジ
ー
で
内

側
か
ら
キ
レ
イ
に
♪

日
時
／
10
月
９
日
⺼
（
祝
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

場
所
／
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

対
象
／
中
学
生
以
上

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装
（
デ
ニ

　

ム
・
チ
ノ
パ
ン
除
く
）

持
ち
物
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、飲
み
物
、

　

タ
オ
ル
、
上
着

参
加
費
／
１
１
０
０
円

申
込
期
間
／
９
月
６
日
水
～
21
日

　

木
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
2
観
光
課
（
内
線
１
１
３
４
）

第
３
回
ひ
ま
わ
り
体
操

参
加
者
募
集

日
時
／
10
月
４
・
11
・
18
・
25
日
、

　

11
月
１
・
８
・
15
日

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　

毎
週
水
曜
日
、
全
７
回

場
所
／
小
桜
地
区
公
民
館

　
（
川
又
７
４
６
番
地
）

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　

動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
／
30
人
（
定
員
超
過
時
は
抽

　

選
。前
回
不
参
加
の
人
を
優
先
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
木
村 
幸
子
先
生

申
込
方
法
／
９
月
４
日
⺼
～
８
日

　

㊎
に
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直

　

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み　

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室

︵
膝
あ
ん
し
ん
教
室
︶

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

日
時
／
10
月
３
・
12
・
17
・
24
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

全
４
回

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　

動
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
理
学
療
法
士
に
よ
る
膝
痛

　

の
予
防
を
目
的
と
し
た
軽
度
な

　

運
動
指
導

定
員
／
30
人
（
定
員
超
過
時
は
抽

　

選
。
昨
年
度
膝
あ
ん
し
ん
教
室

　

に
参
加
し
て
い
な
い
人
を
優
先
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
９
月
４
日
⺼
～
８
日

　

㊎
に
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直

　

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み　

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【７/31 現在】
・発生件数　　　29 件　（  +15）
・死 者 数　　　3 人　（  +3）
・負傷者数　　    29 人　（  +10）
・物損事故　　 157 件   （  -8）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

募

集

広報いしおか９月１日号　№２８６　　１４　　　　　　　
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市
民
史
跡
め
ぐ
り

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
今
年
６
月
に
瓦
塚
窯
跡
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
瓦
塚
窯
跡
が
指
定
さ
れ
る

と
、
石
岡
の
国
指
定
文
化
財
は
８

件
と
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
昨
年
度
は
佐
久
の
大
ス

ギ
の
整
備
事
業
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
「
石
岡
の
魅

力
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ

ら
の
身
近
な
史
跡
や
文
化
財
を
め

ぐ
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
７
日
土（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分　

集
合

　

午
後
５
時　

解
散

集
合
場
所
／
石
岡
市
民
会
館

対
象
／
市
内
在
住
の
人

コ
ー
ス
／
瓦
塚
窯
跡
、
佐
久
の
大

　

ス
ギ
、
舟
塚
山
古
墳
、
ふ
る
さ

　

と
歴
史
館
ほ
か

※
都
合
に
よ
り
コ
ー
ス
変
更
あ
り

定
員
／
30
人（
定
員
超
過
時
は
抽
選
）

費
用
／
無
料

申
込
締
切
／
９
月
15
日
㊎
必
着

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
「
市

　

民
史
跡
め
ぐ
り
希
望
」と
書
き
、

　

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

　

番
号
⑤
希
望
人
数
（
１
枚
で
２

　

人
ま
で
）
を
明
記
の
う
え
、
郵

　

送
で
申
し
込
み

申
込
先
／
〒
３
１
５
‐
０
１
９
５

　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
‐
１

　

文
化
振
興
課　

宛

※
１
枚
の
は
が
き
で
２
人
申
し
込

　

む
場
合
は
①
～
④
ま
で
を
２
人

　

分
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
昼
食
は
各
自
持
参
。
当

　

日
は
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
2
文
化
振
興
課

　
　
（
内
線
１
３
２
３
）

ついに実現 !!
プラチナ応援券でタクシーに乗れます
　タクシー・路線バスでの応援券利用が可能になりました。
交通機関が利用できれば、行動範囲がぐんと広がります。
■利用方法
路線バス／関鉄グリーンバス㈱
 ・関鉄グリーンバス回数券（1,000 円、2,000 円分）を
　応援券で購入
タクシー／石岡地区通運㈱、㈲石岡ハイヤー、関鉄ハイ
　ヤー㈱、㈲ムツミ観光自動車、横川自動車㈲、柿岡合
　同ハイヤー㈲
 ・乗車料金を応援券で支払い
乗合いタクシー／市社会福祉協議会、関鉄ハイヤー ㈱、
　㈲ムツミ観光自動車
 ・乗車券（1,000 円、3,000 円分）を応援券で購入
※応援券を利用するとおつりは出ませんので、端数は
　現金でお支払いください。
　問プラチナ応援券について：1 高齢福祉課（内線 153）
　　市内公共交通について   ：1 都市計画課（内線 266）

注
意
！
市
役
所
職
員
・
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員
を

名
乗
る
詐
欺

　

石
岡
市
内
に
お
い
て
も
、
様
々

な
詐
欺
の
手
口
や
電
話
勧
誘
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
石
岡
市
役
所
職
員

を
名
乗
る
者
か
ら
「
ど
の
く
ら
い

の
財
産
を
持
っ
て
い
る
か
。
預
貯

金
は
い
く
ら
か
。
家
族
は
同
居
し

て
い
る
か
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ

た
と
い
う
市
民
か
ら
の
通
報
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
を
名
乗
り
「
市
役

所
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話

を
か
わ
る
」
と
言
い
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
別
の
者
に
代

わ
り
「
預
貯
金
は
い
く
ら
か
。
国

で
保
障
す
る
の
は
預
貯
金
の
半
額

だ
か
ら
、
残
り
の
半
額
を
お
ろ
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
電
話
が

あ
っ
た
。
金
融
機
関
で
２
０
０
万

円
を
お
ろ
し
た
が
、
不
安
に
感
じ

当
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
確
認
を
し
た
こ
と
か
ら
、
振
り

込
め
詐
欺
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と

い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
職
員
や
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員
が
、
財
産
等
を

聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
怪
し
い
」
と
感
じ
た
と
き
は
、

必
ず
折
り
返
し
て
市
役
所
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
警
察
署
へ
の
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
石
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
２
９
５
０

９月１日㊎
　利用開始！

　　　　　　　１５　　広報いしおか９月１日号　№２８６

広　告　掲　載　欄



市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

航
空
観
閲
式
の
お
知
ら
せ

▼
10
月
29
日
日
、
自
衛
隊
記
念
日

行
事
の
一
環
と
し
て
、
防
衛
省
は

航
空
観
閲
式
を
航
空
自
衛
隊
百
里

基
地
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
お
よ
び
事
前
の
飛
行
訓
練

に
際
し
て
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
観
閲
式
は
政
府
主
催
行
事
の
た

め
、
招
待
者
以
外
入
場
は
不
可
。

問
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
渉
外
室

　

☎
５
２
・
１
３
３
１

　
（
内
線
２
２
１
１
）

不
法
滞
在
の
外
国
人
対
策

現
状

▼
茨
城
県
は
平
成
27
、
28
年
の
外

国
人
の
不
法
就
労
者
数
が
全
国
最

多
で
す
。
技
能
実
習
生
の
失
踪
事

件
や
不
法
滞
在
者
に
よ
る
凶
悪
事

件
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

不
法
滞
在
者
の
雇
用
等

▼
「
人
手
が
足
り
な
い
の
で
短
期

間
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
易

に
不
法
滞
在
者
を
雇
う
と
、
不
法

就
労
助
長
罪
と
し
て
３
年
以
下
の

懲
役
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

警
察
の
取
り
組
み

▼
県
警
で
は
一
斉
摘
発
の
推
進
お

よ
び
悪
質
雇
用
者
・
ブ
ロ
ー
カ
ー

の
根
絶
に
向
け
て
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務

省
入
国
管
理
局
と
連
携
し
て
、
不

法
就
労
・
不
法
滞
在
外
国
人
の
一

掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
石
岡
警
察
署　

警
備
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

有
害
鳥
獣
捕
獲
が

　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

▼
石
岡
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
よ
る
第
２
回
有
害
鳥
獣
捕
獲
を

９
月
２
日
土
～
10
月
１
日
日
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
物
の
被
害
防
止
用

と
し
て
カ
ラ
ス
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
２
日
土

　
　
　

10
月
１
日
日　

午
後
４
時

場
所
／
八
郷
総
合
支
所　

駐
車
場

※
実
施
隊
は
、
最
善
の
注
意
を

払
っ
て
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
山
間
部
へ
立

ち
入
る
時
は
目
立
つ
服
装
や
、
ラ

ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携
帯

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

情報ネットワーク

お

知

ら

せ

下
水
管
に
雨
水
が
流
れ
込
ま

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
市
の
下
水
道
は
分
流
式
で
、
雨

水
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

雨
ど
い
や
外
流
し
な
ど
か
ら
の
雨

水
が
誤
っ
て
下
水
管
に
流
れ
込
ん

で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雨
天
時
に
家
庭
内
の
水
を
止
め
、

屋
外
の
汚
水
ま
す
を
開
け
て
点
検

す
る
な
ど
、
家
庭
で
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

※
確
認
方
法
が
不
明
な
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
2
下
水
道
課
（
内
線
１
２
２
５
）

空
き
地
管
理
の
お
願
い　

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

に
協
力
を
！

▼
草
木
の
生
い
茂
る
こ
の
季
節

は
、
空
き
地
の
雑
草
な
ど
に
よ
る

苦
情
が
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

雑
草
が
繁
茂
す
る
と
、
害
虫
が

発
生
し
、
不
法
投
棄
の
原
因
と
な

り
防
犯
上
好
ま
し
く
な
い
な
ど
、

付
近
の
住
民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
は
定
期
的
に
見

回
り
や
除
草
な
ど
を
行
い
、
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課（
内
線
１
４
４
）

　

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
５
）

障
害
者
就
職

　
　
　
　

面
接
会
の
開
催

○
県
南
会
場

日
時
／
９
月
20
日
水

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　

受
付
は
午
後
12
時
30
分
開
始

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

　
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

○
県
央
会
場

日
時
／
９
月
28
日
木

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　

受
付
は
午
後
12
時
30
分
開
始

場
所
／
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

　
（
水
戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

へ
申
し
込
み

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

☎
２
６
・
８
１
４
１

　

℻
２
６
・
８
１
４
２

広報いしおか９月１日号　№２８６　　１６　　　　　　　
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相

談

誰
で
も
わ
か
る
妊
活

不
妊
治
療
・
検
査
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

▼
「
仕
事
を
し
な
が
ら
病
院
に
通

え
る
の
？
」、「
費
用
は
ど
れ
く
ら

い
か
か
る
の
？
」
な
ど
、
妊
活
に

つ
い
て
の
疑
問
や
誰
に
も
聞
け
な

か
っ
た
こ
と
、
な
ん
で
も
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
９
月
24
日
日

午
後
２
時
20
分
～
４
時
20
分

　市では献血事業の更なる推進のため、献血の協
力をお願いしています。詳しくは、各保健センター
へご連絡ください。
　市内の献血協力事業団体は下記の通りです。

市内献血協力事業所団体一覧（H29.7 現在）

㈱ヨークベニマル八郷店 ㈱マルカメイト

㈱カスミ八郷店 ㈱フジクラ

ピアシティ石岡 新ひたち野農業協同組合

イオンリテール㈱
イオン石岡店 やさと農業協同組合

ウェルサイト石岡
テナント会

（福）泰仁会　特別養護老
人ホーム　やさと

茨城県立石岡第一高等学校 （医）幕内会　山王台病院

茨城県立石岡第二高等学校 （医）新生会　豊後荘病院

茨城県立石岡商業高等学校 （一社）石岡市医師会　
石岡市医師会病院

茨城理容美容専門学校 （公社）地域医療振興協会
石岡第一病院

ソントン食品工業㈱
石岡工場

（医）八郷病院　
八郷整形外科内科病院

パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱ エ コ ソ
リューションズ社茨城工場 石岡警察署

東日京三電線㈱ 石岡市消防本部

日本クロージャー㈱
石岡工場 （一社）石岡青年会議所

東洋製罐㈱石岡工場 石岡 87 ロータリークラ
ブ

日本ナショナル製罐㈱ 石岡ロータリークラブ

㈱ツムラ石岡センター 石岡ライオンズクラブ

㈱トップ大増工場 八郷ライオンズクラブ

問石岡保健センター　☎ 24 － 1386
    八郷保健センター    ☎ 43 － 6655

場
所
／
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

　

タ
ー　

３
階
会
議
室

　
（
水
戸
市
笠
原
町
４
８
９
）

費
用
／
無
料

定
員
／
15
人

申
込
方
法
／
９
月
20
日
水
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み

問
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

　

☎
０
２
９
・
２
４
１
・
１
１
３
０

献血の協力事業者を募集中！！

県
南
企
業
説
明
会
＆

　
　
　
　
　

就
職
面
接
会

日
時
／
９
月
20
日
水

受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
30
分 

説
明
会
：
午
後
１
時
30
分
～
２
時

面
接
会
：
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー　

大
講
座
室

（
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０
６
‐
１
）

対
象
／
新
卒
者
含
む
一
般
求
職
者

参
加
費
／
無
料

問
株
式
会
社
ひ
た
ち
な
か
テ
ク

　

ノ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
２
６
４
・
２
２
０
２

ごみ収集時間が早くなります
交通規制のかかる次の地区は午前７時までに
決められたごみを集積所に出してください。
・府中一～二丁目・若宮一丁目
・総社一～二丁目・国府一～七丁目
※おまつり期間中、各町内から出るごみは、分
別して環境センターへ直接搬入してください。
問 1 生活環境課（内線 144）
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市
長
日
記
vol.40

８
月
５
日
（
土
）

　ふ
る
さ
と
の
花
火 

　

朝
７
時
に
３
本
の
電
話
が
入

り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
思
い
が

け
な
い
内
容
で
し
た
。

「
イ
ノ
シ
シ
に
収
穫
時
の
カ
ボ

チ
ャ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
野
菜
類

が
根
こ
そ
ぎ
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い

大
変
な
被
害
で
す
。
周
辺
で
も
大

き
な
損
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
早

急
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
」
小
桜

地
区
の
男
性
で
、
切
羽
詰
ま
っ
た

様
子
で
し
た
。
私
は
、
状
況
を
把

握
し
対
策
を
考
え
る
旨
を
伝
え
、

受
話
器
を
置
き
ま
し
た
。 

　

午
前
９
時
に
は
、
突
然
の
来
客

が
あ
り
ま
し
た
。 

「
イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
関
し
て
、
良

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
ん
で
す
が

…
」
ま
る
で
先
ほ
ど
の
電
話
を
聞

い
た
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
た
。

「
猟
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
尽
力
さ

れ
駆
除
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
ど
の
よ
う
な
方
法

が
？
」
私
は
出
発
時
間
が
迫
っ
て

い
る
の
で
手
短
に
切
り
出
し
ま
し

た
。 

「
私
が
考
え
て
い
る
の
は
、
食
材

で
は
な
く
画
材
な
の
で
す
」 

「
え
？
」 

「
画
材
で
ニ
カ
ワ
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
日
本
画
で
使
う
和わ

に
か
わ膠

は
高
価

な
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
で
製
品
化
で

き
な
い
か
思
案
中
な
の
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
ニ
カ
ワ
な
ら
放
射
線

量
は
影
響
な
さ
そ
う
で
す
。 

　

後
日
、
詳
細
を
お
聴
き
し
ま

し
ょ
う
と
告
げ
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
「
卓
球
教
室
」
の
会
場

で
あ
る
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
へ

向
か
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
は
、
大
勢
の
小
中
高
生
と
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
さ
ん
な
ど

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

吉
村
真ま

は
る晴
選
手
の
登
場
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

次
は
、「
有
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
へ
。
地
元
の
若
者
た
ち
が
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
旧
有
明
中

学
校
の
跡
地
を
有
効
活
用
し
よ
う

と
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作
り
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
開
会
式
で
挨
拶

を
し
、
石
岡
ふ
る
さ
と
大
使
の
高

田
梢
枝
さ
ん
（
日
々
か
り
め
ろ
）

の
凱
旋
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
始

ま
る
と
、
会
場
は
次
第
に
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
が
地
元

出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。
ふ
る

さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
歌
声
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
、
聴
衆
の
多
く
が
感
動
の
渦

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
ほ
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
地
域

の
手
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
と

は
、
凄
い
で
す
ね
。
感
心
し
ま
し

た
」
と
私
は
実
行
委
員
会
代
表
の

谷
島
洋
司
さ
ん
に
言
い
ま
し
た
。 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で

も
、
本
番
は
夜
の
花
火
で
す
。
ぜ

ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。も
っ
と
、

人
も
集
ま
り
ま
す
か
ら
」 
ど
れ
ほ

ど
の
賑
わ
い
な
の
か
、
ど
ん
な
花

火
な
の
か
、
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。 

　

市
民
盆
踊
り
大
会
で
挨
拶
を
し

市
長
と
話
そ
う

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
者
募
集
中
！

▼
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

は
、
市
長
自
ら
地
域
や
団
体
の

皆
さ
ん
の
も
と
に
出
向
き
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

お
話
を
伺
う
制
度
で
す
。

幅
広
い
テ
ー
マ
で
開
催

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
団
体
が

抱
え
る
課
題
や
市
政
の
将
来
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
時
に

テ
ー
マ
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

▼
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
当
日

の
参
加
者
が
10
人
以
上
を
見
込

む
地
区
・
団
体
が
対
象
で
す
。

　

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
は
、
申
込
者
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

秘
書
広
聴
課
（
本
庁
）

　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

た
あ
と
、
私
は
再
び
有
明
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
会
場
に
足
を
運
び
ま

し
た
。
な
る
ほ
ど
、
暗
く
な
っ
た

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

と
若
者
、
そ
し
て
地
元
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
あ

ち
こ
ち
で
談
笑
し
て
い
ま
す
。
最

初
の
一
発
が
上
が
り
、
上
空
に
大

玉
が
広
が
る
と
、
会
場
が
ど
よ
め

き
ま
し
た
。そ
し
て
、二
発
、三
発
、

夜
空
に
美
し
い
花
が
輝
き
ま
す
。 

「
土
浦
や
取
手
の
花
火
よ
り
、ず
っ

と
良
い
わ
」
誰
か
が
言
う
と
、
同

調
す
る
声
が
続
き
ま
し
た
。 

「
あ
の
、
話
を
聞
い
て
欲
し
い
ん

で
す
」
一
人
の
男
性
が
隣
に
立
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
話
で
し
ょ
う
か
」 

「
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
ひ
ど
く
て
、

何
と
か
し
て
欲
し
い
の
で
す
」 

　

も
う
花
火
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
話
を
聞
き
な
が
ら
、
解
決

に
向
け
て
努
力
す
る
旨
を
告
げ
、

ひ
と
ま
ず
会
話
を
終
え
ま
し
た
。 

　

周
囲
で
は
、
花
火
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
私
に
は
花
火
の

音
が
イ
ノ
シ
シ
の
鼻
息
に
聞
こ
え

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

文　

今
泉 

文
彦 

▲有明フェスティバルを盛り上げる高田梢枝さん

広報いしおか９月１日号　№２８６　　１８　　　　　　　



建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

「
未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
や
家
」

日
時
／
９
月
23
日
土
〜

　
　

10
月
４
日
水
午
後
５
時
ま
で

まちかど情報センターニュース

９月のコミュニティ

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日
※駐車場は、まちかど情報センター
向かい側で、土橋通りにも臨時駐車場があります。
問い合わせ　☎ 27-5171

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

　
　
　
　
　
　脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
、
パ
ソ
コ
ン

で
遊
ぶ
。
初
め
て
の
人
大
歓
迎
！

日
時
／
９
月
４
・
25
日
月

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時 

　

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　
　
　
　
　
　

　９
月
30
日
土

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　

９
月
２
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

　

の
販
売
。出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
６
日
）

まちかどバザール

今月のサンド市は
「石岡のおまつり」の
ためお休みします

▶歴史をテーマに自由に話しましょう！
（参加自由・予約不要）
日時／ 9 月 11・25日月　　　　　　
　　　午後１時～ 4時

歴まちフリーカフェ

サ ン ド 市 パソコン教室 ギャラリー

広
さ
は
石
岡
市
の
約
1.4
倍

　

約
１
２
０
０
も
の
島
か
ら
成
り
、

面
積
は
、
全
島
総
計
で
２
９
８
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

石
岡
市
の
面
積
は
２
１
５
・
５
３

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

主
要
産
業
は
観
光

　

日
本
人
観
光
客
が
年
間
約
４
万

人
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な

青
い
海
や
水
上
コ
テ
ー
ジ
が
有
名

で
す
。
雑
誌
な
ど
で
目
に
す
る
機

会
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
！

問
政
策
企
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
２
３
）

　
　
　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活
動

　

今
回
は
、
市
が
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
誘
致
活
動
を
し
て
い
る
モ
ル

デ
ィ
ブ
共
和
国
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
と
は
？

　

モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
は
、
イ
ン

ド
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
西
に
位
置

す
る
島
国
で
す
。

言
葉
は
？

　

モ
ル
デ
ィ
ブ
の
公
用
語
は
デ
ィ

ベ
ヒ
語
で
、
タ
ー
ナ
文
字
と
い
う

独
特
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
？

　

40
万
２
千
人
。
う
ち
６
万
４
千

人
は
外
国
人
で
す
。

この辺り !

▲モルディブの美しい海は必見

休館日のお知らせ
９月 14日木～ 21 日木

※おまつり期間中（９月 16 日土～
18 日月・祝）は、通常業務はお休み
ですが、開館しています。

　　　　　　　１９　　広報いしおか９月１日号　№２８６



夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

７
月
17
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優
勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

市
町
村
選
抜

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
月
９
・
16
日
・
八
郷
総
合
運
動

公
園　

多
目
的
広
場

優
勝
／
ポ
ロ
ク
ラ
ブ

第
49
回
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の

里
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

７
月
26
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
大
和
田
喜
太
郎

女
子
の
部

優
勝
／
小
田
倉
ふ
く

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

７
月
１
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

石
岡
市
長
杯
野
球
大
会

６
月
４
・
11
・
18
日
、
７
月
２
日

・
柏
原
野
球
場
、
染
谷
野
球
場

優
勝
／
レ
ッ
ド
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
ズ

第
17
回
石
岡
市
近
隣

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

７
月
９
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
一
部

優
勝
／
恋
南
ク
ラ
ブ

団
体
二
部

優
勝
／
石
岡
北
ク
ラ
ブ

第
12
回
Ｔ
Ｂ
Ｇ
石
岡
市
長
杯

７
月
15
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ｔ
Ｂ
Ｇ
広
場

男
子
の
部

優
勝
／
塚
田
政
吉

女
子
の
部

優
勝
／
大
久
保
す
み
江

スポーツ情報

結

　果

focus スポーツに関する話題をご紹介

年ぶり快挙・県大会優勝！25

　８月２日、ばらきサッカークラブが「JA 共
済カップ第 44 回茨城県学年別少年サッカー大
会　高学年の部」の優勝を市長へ報告しました。
　キャプテンの小林麗央くんは「関東大会は強
敵ぞろいだけど、チームを引っ張り、応援して
くれる皆さんへの感謝の気持ちを忘れずに、こ
のチームのみんなと優勝できるようにがんばり
たい」と関東大会への意気込みを語りました。

大会準優勝。関東大会へ出場しました

　６月２日、「NPO 法人アスレティッククラブ
いしおか」のサッカークラブチーム、石岡アセ
ンブルフットボールクラブのメンバーが、関東
大会出場の報告に市役所を訪れました。
　同チームは「第 23 回関東クラブユースサッ
カー選手権（U︲15）茨城県大会」において準
優勝を果たし、見事関東大会出場へと駒を進め
ました。

県

スポーツ大会 イベント

スポーツ振興

▲優勝トロフィーと賞状を手にするメンバー ▲「いざ関東大会へ」と気合いの入るメンバー

広報いしおか９月１日号　№２８６　　2０　　　　　　　



健康ガイド

健康体操教室 後期（10 ～３月）が始まります

９
月
の
健
康
診
査

　
　
　
　
　

  （
地
区
健
診
）

▼
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）
は
当

日
の
受
け
付
け
順
で
す
。

日
時
・
場
所
／

　

１
日
金
・
国
府
地
区
公
民
館

　

４
日
月
・
葦
穂
地
区
公
民
館

　

20
日
水
・
恋
瀬
地
区
公
民
館

　

21
日
木
・
瓦
会
地
区
公
民
館

　

27
日
水
・
ひ
ま
わ
り
の
館

　

28
日
木
・
小
桜
地
区
公
民
館

受
付
時
間
／

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

持
ち
物
／
受
診
券
と
保
険
証
を
必

　

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
項
目
・
個
人
負
担
金

・
健
康
診
査 

（
39
歳
以
下
）

　

２
０
５
０
円

・
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
以
上
） 

　

１
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
40
歳

　

以
上
）
３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

　

５
１
０
円　

・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上

　

男
性
）
６
１
０
円

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
事
前
申
込

　

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を

除
く
）
や
が
ん
検
診
は
、
70
歳
以

上
の
人
や
生
活
保
護
法
に
よ
る
被

保
護
者
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
、

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
無
料

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

会場 時間 コース 指導士 対象年齢 定員

石岡保健
センター

☎ 24-1386

午前９時 30 分
～ 11 時

Ａ　何歳になってもできる体操
　　（ロコモ・転倒予防）

シルバーリハビリ
体操指導士 おおむね

65 歳以上

各コース

30 名

Ｂ　シナプソロジー
　　（脳トレ・転倒予防） 理学療法士

午後１時 30 分
 ～３時

Ｃ　標準（健康維持）
運動指導士

40 歳以上

Ｄ　ハード（ダイエット） 40 ～ 74 歳

八郷保健
センター

☎ 43-6655

午前９時 30 分
～ 11 時 30 分

Ｅ　何歳になってもできる体操
　　（ロコモ・転倒予防） シルバーリハビリ

体操指導士
運動指導士

40 歳以上
Ｆ　体力アップ

申込方法／９月 22 日金から各保健センターへ電話または直接窓口へ申し込み。定員になり次第締切。
※１人１コースの参加となります。また、前期の体操教室に参加した人はご遠慮ください。
日程／Ａ～Ｄコースは 10 月16 日月、Ｅコースは 10 月３日火、F コースは 10 月10 日火が初回です。
各コース月２回の全 12 回です。詳しい体操教室の日程表は、申し込みした人に後日郵送します。

９
月
は

　
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

▼
９
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
９
月

10
～
16
日
は
「
自
殺
予
防
週
間
」

で
す
。

　

自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
伝
え
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

命
の
大
切
さ
や
自
殺
の
危
険
を

示
す
サ
イ
ン
、
ま
た
危
険
に
気
づ

い
た
と
き
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
、
相
談
機
関
の
周
知
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
が
「
気
づ
く
」
こ
と

で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
も
大
切
な
人
の
変
化
に
気
づ
い

た
ら
、
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　

県
で
は
「
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

周
囲
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の

　
　
　
　

   

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

平
日

☎
０
２
９
・
２
４
４
・
０
５
５
６

　

午
前
９
時
～
正
午
・

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

土
日
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６

　

午
前
９
時
～
正
午
・

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　　　　　　　２１　　広報いしおか９月１日号　№２８６



参
加
者
募
集

 
第
５
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

▼
あ
な
た
が
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ

た
本
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
は
︑
参
加

者
１
人
に
つ
き
５
分
で
本
を
紹
介

し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
︑
最

後
に
投
票
で
１
番
面
白
か
っ
た
本

（
チ
ャ
ン
プ
本
）
を
決
定
し
ま
す
。

　

初
め
て
で
も
︑
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
10
日
日

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

講
師
／
藤
原 

龍
一
郎
氏

　
　
　
（
歌
人
・
俳
人
）

対
象
／
中
学
生
以
上

　

２
人
以
上
か
ら
実
施
し
ま
す
。

※
当
日
は
見
学
可
能
で
す
。

申
込
方
法
／
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

「唐
からくさもんのきひらかわら

草文軒平瓦」
シリーズ 140
文化振興課　
☎ 43-1111（内線 1324）

　

平
成
29
年
６
月
︑
瓦
塚
窯
跡
が

国
指
定
史
跡
に
な
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
ふ

る
さ
と
歴
史
館
で
は
﹁
瓦
塚
窯
跡

展
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
展
示
中
の
資
料
か
ら
主

に
常
陸
国
分
寺
な
ど
で
葺ふ

か
れ
る

唐
草
文
軒
平
瓦
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
︑
軒
瓦
と
は
古
代
の
役
所

や
寺
院
の
軒
先
を
飾
る
文
様
が
施

さ
れ
た
瓦
の
こ
と
で
す
。
瓦
は
さ

ら
に
丸
瓦
と
平
瓦
に
分
け
ら
れ
︑

２
枚
の
平
瓦
を
並
べ
︑
そ
の
間
に

水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
中
央
に
丸

瓦
を
葺
き
ま
す
。
つ
ま
り
︑
軒
先

に
葺
く
平
瓦
の
こ
と
を
軒
平
瓦
と

い
う
の
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
軒
平
瓦
は
唐
草

文
と
い
い
植
物
の
蔓つ

る
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
央
に
ハ
ー
ト
を
逆

に
し
た
よ
う
な
文
が
あ
り
︑
左
右

に
６
単
位
ず
つ
蔓
が
展
開
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
文
様
構
成
か
ら 

こ
の
軒
平
瓦
の
祖
形
は
奈
良
市
の

大
安
寺
か
ら
出
土
し
た
瓦
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
く
同
じ
笵は

ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
お
そ
ら
く
国

司
が
都
か
ら
赴
任
す
る
時
に
︑
工

人
や
瓦
の
笵
も
伴
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
瓦
の
笵
は
木
製
で
あ
っ
た

ら
し
く
︑
何
千
枚
と
作
成
す
る
う

ち
に
文
様
が
擦
れ
て
き
ま
す
。
瓦

塚
窯
跡
で
は
８
世
紀
の
半
ば
か
ら

少
な
く
と
も
百
年
ほ
ど
生
産
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
︑
最
終
的

に
は
文
様
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
瓦
の
文
様
は
簡
単
に

は
変
更
で
き
ず
︑
権
威
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　９月２日土
　午前 10 時 30 分から
▶ひよこのおはなしかい
　９月７日木（※）
　午前 10 時 30 分から
▶おはなし会
　９月９日土（※）
　午前 10 時 30 分から
※休館のため変更

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　９月９日土
　午後２時 30 分から
　※ すべて 30 分程度

図書館つうしん
■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

９月の休館日：４・11・13 ～ 20・25 日

時の記憶

　

へ
直
接
︑
ま
た
は
電
話
で
申
し

　

込
み
（
随
時
受
付
）

マ
マ
の
た
め
の

　
　
　

 

読
み
聞
か
せ
講
座

▼
﹁
読
み
聞
か
せ
っ
て
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
？
﹂
と
い
う
お
悩
み
を

解
決
し
ま
す
！
歌
人
で
絵
本
﹃
だ

め
だ
め
マ
マ
だ
め
！
﹄
の
著
者
・

天
野
慶
さ
ん
が
︑
読
み
聞
か
せ
の

方
法
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
時
／
９
月
28
日
㊍

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

　
　
　

お
は
な
し
の
へ
や

対
象
／
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

　
（
妊
婦
さ
ん
も
参
加
可
能
で
す
）

費
用
／
無
料

講
師
／
天
野 

慶
氏
（
歌
人
）

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
９
月
１
日
㊎
か
ら
図

　

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
︑
ま

　

た
は
電
話
で
申
し
込
み

特
別
図
書
整
理

　
　
　

 

休
館
の
お
知
ら
せ

▼
蔵
書
点
検
の
た
め
︑中
央
図
書
館・

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森
・
中
央
公
民

館
図
書
室
・
東
地
区
公
民
館
図
書
室
・

城
南
地
区
公
民
館
図
書
室
が
休
館
・

休
室
に
な
り
ま
す
。

休
館
・
休
室
期
間
／

　

９
月
13
日
⺢
～
20
日
⺢

　

休
館
中
に
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

等
を
返
却
す
る
場
合
は
︑
中
央
図

書
館
玄
関
脇
の
﹁
返
却
ポ
ス
ト
﹂

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
︑

Ｃ
Ｄ
︲
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
の
図
書
は
壊
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
返
却

ポ
ス
ト
に
入
れ
ず
開
館
日
に
直
接

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
︑
各
公
民
館
で
も
本
・
雑

誌
は
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
︑
ご
理

解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

特
別
図
書
整
理
休
館
に
伴
い
︑

９
月
１
日
㊎
～
12
日
㊋
ま
で
の
間

は
貸
出
期
間
（
雑
誌
は
除
く
）
を

３
週
間
に
延
長
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲唐草文軒平瓦（文様の中心部分）

赤ちゃんから大人までどなた
でも参加できます

広報いしおか９月１日号　№２８６　　２２　　　　　　　



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

若　

宮　

今
川　

武
男

サ
ン
グ
ラ
ス
心
の
弱
さ
隠
し
く
れ

若　

松　

城
下　
　

稔

一
病
を
嘆
く
暇
な
し
暴
れ
梅
雨

東
光
台　

野
村　

洋
子

祭
り
来
る
祭
り
好
き
な
る
人
逝
き
て

東
光
台　

森　

ま
さ
え

無
駄
多
き
わ
が
人
生
や
茄
子
の
花

旭
台　

四
日
市
ゆ
み
子

す
べ
す
べ
の
木
肌
に
さ
れ
て
出
水
か
な

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

柿　

岡　

野
村　

京
子

置
土
産
更
地
の
角
の
合
歓
や
さ
し

　
　
　
　

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

子
を
思
ふ
母
の
や
う
な
る
大
夏
木

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

や
ら
ね
ば
と
思
ひ
ば
涼
し
今
朝
な
り
し

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

石　

岡　

外
川
な
を
み

伐
採
せ
し
銀
杏
の
老
木
芽
の
い
で

て
新
緑
な
び
か
す
わ
が
背
丈
ま
で

南　

台　

田
村　

満
佐

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
の
プ
ー
ル
清
掃
も
な

つ
か
し
か
り
き
見
て
帰
り
来
つ

府　

中　

山
口　

文
子

紫
陽
花
は
青
き
花
よ
り
七
変
化
濃

い
る
り
色
に
朱
は
一
色

石　

岡　

三
浦
や
す
子

梅
雨
入
り
の
今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
は
難
民

群
安
住
の
地
に
行
き
着
く
は
何
時
か

東
光
台　

内
田
千
代
子

何
事
も
あ
ら
ず
に
今
朝
も
雨
戸
開

け
南
天
の
葉
の
露
を
お
ろ
が
む

八
郷
短
歌
会

山　

崎　

西
口
は
ま
子

メ
ン
バ
ー
の
年
長
な
れ
ば
心
し
て

立
た
む
オ
カ
リ
ナ
演
奏
ス
テ
ー
ジ

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

艶
や
か
な
み
ど
り
の
葉
の
照
り
白
々

と
甘
美
に
匂
う
く
ち
な
し
の
花

片　

野　

小
野
瀬
も
と

木
木
を
ゆ
ら
し
風
の
強
し
も
今
日
は
一

人
部
屋
に
こ
も
り
て
庭
な
が
め
お
り

石
岡
俚
謡
会

国　

府　

大
西　

和
子

目
刺
し
一
匹　

猫
侍は

べ

ら
せ
て

　
　

話
し
相
手
と　

す
る
夜
長

下　

林　

白
井
冨
喜
江

神
の
恵
み
で　

初
孫
抱
い
て

　
　

見
る
目
細
め
て　

両
の
腕

南
台　

月
乃
香
倶
耶
姫

帰
還
困
難　

海
辺
の
町
に

　
　

今
年
も
静
か
な　

夏
が
来
る

　
　
　
　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

夜
の
静し

じ
ま寂

の　

太
鼓
の
響
き

　
　

皆
が
待
っ
て
る　

夏
祭
り

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫

夏
の
陽
射
し
の　

噴
水
横
で

お
ら
あ
ー
風
吹
く　

ハ
ー
モ
ニ
カ

　
　
　
　

府　

中　

稲
田　

す
み

夜
の
暗
闇　

飛
び
交
う
光

　
　
　

夏
の
幻
想　

蛍
狩
り

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

病
め
る
姑は

は

に
も　

愛
の
手
添
え
て

　
　

優
し
介
護
に　

尽
く
す
嫁

　
　
　
　

国　

府　

篠
原
美
千
代

偶た
ま

に
来
る
文ふ

み　

か
あ
さ
ん
か
ら
の

　
　

優
し
言
葉
に　

救
わ
れ
る

俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

夫
久

夏
木
立
銀
翼
は
る
か
音
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
み
ち
ゑ

絵
心
が
欲
し
や
筑
波
の
大
夕
焼

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

豊
子

猛
暑
日
の
太
陽
赤
く
沈
み
ゆ
く

短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

幸
子

寒
き
日
の
不
調
乗
り
越
へ
文
月
に

白
寿
と
な
り
し
義
父
に
安
堵
す

文
化
協
会
だ
よ
り

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
演
奏
会

▼
大
自
然
の
中
で
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
大
正
琴
の
音
色
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
30
日
土

午
前
11
時
か
ら
・
午
後
２
時
か
ら

場
所
／
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク　

　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
前
広
場

問
☎
２
４
・
０
５
８
８
（
沖
田
）

文芸いしおか

市
民
ず
い
ひ
つ

助
川　

浩
史

　

今
年
の
元
旦
に
映
画
『
海
賊
と
よ

ば
れ
た
男
』
を
観
た
。
こ
れ
は
５
年

前
に
第
10
回
本
屋
大
賞
を
受
賞
し
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
映
画
化
で

あ
る
。

　

館
内
が
暗
く
な
り
映
画
の
タ
イ
ト

ル
が
出
る
と
思
い
き
や
、
突
然
ど
で

か
い
Ｂ
＝
29
爆
撃
機
が
出
た
。
昭
和

20
年
（
１
９
４
５
）
東
京
大
空
襲
の

映
像
で
あ
る
。
爆
撃
機
の
下
部
の
扉

が
開
い
て
大
き
な
物
体
が
落
下
し
な

が
ら
フ
タ
が
開
い
て
焼

し
ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
が
火
を

噴ふ

き
な
が
ら
何
万
本
も
落
ち
て
行
く

の
だ
。
映
画
を
観
な
が
ら
記
憶
が

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
８
月
１
日
号
海

老
澤
明
子
さ
ん
の
作
品
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

昼
過
ぎ
て
や
や
晴
れ
て
来
し
見
晴

ら
し
台
山
の
は
ざ
ま
に
清
麗
筑
波

で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　　　　　　　２３　　広報いしおか９月１日号　№２８６

甦
よ
み
が
え

っ
て
き
た
。

　

私
は
当
時
東
京
に
い
て
６
才

だ
っ
た
。
母
は
弟
を
背
負
い
家
に
残

り
焼
夷
弾
の
消
火
を
し
た
と
後
か

ら
聞
い
た
。
私
と
兄
は
逃
げ
回
り

母
の
知
り
合
い
の
所
に
避
難
し
た
。

夕
方
母
が
迎
え
に
来
て
帰
る
と
私

の
家
は
あ
っ
た
が
、
周
り
は
焼
け
野

原
だ
っ
た
。
こ
れ
は
危
な
い
と
両
親

の
故
郷
の
茨
城
に
来
た
が
、
そ
の
後

３
月
の
大
空
襲
で
10
万
人
以
上
も

死
者
が
出
た
の
だ
。
あ
れ
か
ら
72

年
私
は
運
良
く
生
き
て
い
る
。
愚
か

な
戦
争
を
何
故
す
る
の
だ
ろ
う
。
平

和
は
誰
も
が
願
う
も
の
だ
。

　

昔
の
事
は
よ
く
記
憶
し
て
い
る
が
後

期
高
齢
者
に
な
っ
た
ら
昨
日
の
こ
と
は

覚
え
て
い
な
い
。
ナ
ン
タ
ル
チ
ヤ
！



掲載を希望する人は秘書広聴課にご連絡ください。市の
ホームページからも申込用紙をダウンロードできます。
■ 問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル
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サーフショップ経営からいちご農家へ
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信田朋
ともき

希ちゃん
（１歳５か月）

鹿の子

信田 稲田志
し の

乃ちゃん
　  （５歳 11か月）

　　新
あらた

ちゃん
（２歳６か月）

　　　　　東石岡

わんぱく盛りの姉弟
です。
すくすく育ってね！

たくさん食べて、いつ
もにこにこ元気いっ
ぱいです。
お兄ちゃんと仲良く
遊んでね。

歳
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
、
27
歳
で
サ
ー
フ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
店
。
お
客
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
や

り
が
い
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
い
つ
か
ら
か
仕
入
れ
た

も
の
を
売
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
で
何
か
を
作
り

出
し
た
い
と
思
い
始
め
た
ん
で
す
―
―
。

　

そ
う
話
す
東
大
橋
の
藤
枝
敏
広
さ
ん
（
49
歳
）
は
、

妻
の
一
恵
さ
ん
と
い
ち
ご
栽
培
を
始
め
て
４
年
。

　

こ
の
ほ
ど
、
第
５
回
茨
城
い
ち
ご
グ
ラ
ン
プ
リ
で
最

高
賞
の
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
茨
城
県

い
ち
ご
経
営
研
究
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
は

辻
地
区
で
マ
ル
ヨ
い
ち
ご
園
を
営
む
松
延
利
雄
さ
ん
・

た
か
子
さ
ん
が
同
賞
を
受
賞
。
石
岡
市
内
の
い
ち
ご
農

家
が
、
２
年
連
続
受
賞
と
い
う
快
挙
で
す
。

40
代
後
半
か
ら
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

実
家
が
農
家
だ
っ
た
た
め
農
地
と
機
械
は
そ
ろ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ち
ご
栽
培
と
は
全
く
無
縁
だ
っ
た
敏

広
さ
ん
。
一
恵
さ
ん
も
元
々
美
容
師
で
、
二
人
そ
ろ
っ

て
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
「
夫
婦
二
人
で
出
来
る
広
さ
と
い
う
こ
と
で
20
ａ
ほ

ど
に
、
と
ち
お
と
め
と
い
ば
ら
キ
ッ
ス
の
２
種
類
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
と
は
顔
の
見
え
る
距
離
で

い
た
い
か
ら
直
売
。
赤
ち
ゃ
ん
に
も
安
心
し
て
食
べ
さ

せ
ら
れ
る
い
ち
ご
作
り
の
た
め
、
手
間
は
惜
し
み
ま
せ

ん
。
最
初
の
３
年
間
は
休
み
な
し
で
し
た
ね
。
で
も
、

い
ち
ご
農
家
の
先
輩
た
ち
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ

ん
か
ら
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
き
な
が
ら
、

な
ん
と
か
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
」

　

栽
培
歴
わ
ず
か
４
年
に
し
て
の
県
知
事
賞
は
「
品
種

の
特
性
を
見
事
に
と
ら
え
た
適
切
な
管
理
の
た
ま
も

の
」
と
審
査
員
長
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
が
る
、
夢

　
「
今
年
か
ら
栽
培
品
種
は
、
い
ば
ら
キ
ッ
ス
の
み
に
し
た

ん
で
す
。
だ
っ
て
茨
城
県
の
ブ
ラ
ン
ド
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を

通
し
て
、
石
岡
か
ら
茨
城
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
ん
で

す
。そ
し
て
、俺
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
出
て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

育
て
た
苗
を
ハ
ウ
ス
に
定
植
す
る
の
は
、
９
月
半
ば

過
ぎ
。
不
安
定
な
天
候
に
気
は
抜
け
ま
せ
ん
が
、
実
っ

て
お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
を
想
像
す
る

と
頑
張
れ
ま
す
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

20



\ 石岡で過ごす、石岡を楽しむ日 /

10月1日は、
 石岡市民の日

お得なクーポンを使って、
　　　　　石岡を楽しもう！

ココ、
　どーこだっ？

\ ヒント /
地下 1300 メー
トルからくみ上
げられた源泉。
露天風呂は筑波
石で出来てるよ

\ヒント /
800 品種・3 万
株のバラが楽し
める！園内を走
る周遊バスで頂
上まで楽々！

\ヒント /
午後8時50分ま
で510円で使い
放題のトレーニ
ング室。仕事帰り
に一汗かこう！

\ヒント /
石岡駅西口から
徒 歩 5 分！ 旬
野菜を使った手
づくりのお惣菜
がおすすめ！

\ヒント /
石岡駅西口から
徒 歩 3 分！ 石
岡の味噌を使っ
た特製ピザがお
すすめ！

\ヒント /
絶品しし鍋が楽
しめる筑波山中
腹のお宿。素敵
な眺望とお料理
で大満足！

\ヒント /
江戸時代末期築
の染物屋。今は観
光施設として活
用中。藍染体験も
出来ちゃうよ！

\ヒント /
日本一の獅子頭
展望台のある公
園。大きさ、イ
ンパクト共に
SNS映え抜群！

\ヒント /
手ぶらでバーベ
キューが楽しめ
ちゃうキャンプ
場。設備充実の
ケビンが人気！

答えは裏側で。
場所が分かったら、
クーポンを持って、
さあ出かけよう！

▶市内 9施設で使える石岡市民限定のクー
ポン券です。特典内容は施設によって異なり
ます。切り取ってご利用ください。

石岡市民の日は、市民一人ひとりが、ふるさと石
岡市に誇りと愛着をもち、郷土の歴史や豊かな自
然を未来に引き継ぐとともに、魅力ある石岡市を
築き上げることを目指して定められました。

キ
リ
ト
リ



石岡市民限定茨城県フラワーパーク
　入場無料券
※本券を持参し窓口に提示すると３人まで入場
可能。
【平成 29 年 9月 30 日・10 月 1日のみ有効】
問県フラワーパーク　☎ 42̶4111

石岡市民限定常
ひ た ち ふ ど き

陸風土記の丘
　入場無料券
※本券を持参し窓口に提示すると、３人まで入場可
能（有料エリア）。
【平成 29 年 10 月 7日～ 9日のみ有効】
問常陸風土記の丘　☎ 23̶3888

石岡市民限定

つくばねオートキャンプ場
　宿泊者のみ特別価格券
【平成 29 年 10 月中のみ有効】
問つくばねオートキャンプ場　
　☎ 42̶2922

石岡市民限定ひまわりの館
　ふれあい浴室無料券
※本券を持参し受付に提示すると３人まで入場
可能。館内レストランで食事をした人にホット
コーヒーサービス。
【平成 29 年 9月 30 日・10 月 1日のみ有効】
問ひまわりの館　☎ 35̶1126

石岡市民限定石岡カフェ
　ドリンク１杯 100 円引き券
【平成 29 年 9月 28 日木～ 10 月 6日金
のみ有効※土日は定休】
問石岡カフェ　☎ 24̶5424

石岡市民限定国民宿舎つくばね
　ソフトドリンク１杯サービス券
※宿泊または食事の方のみ利用できます。
【平成 29 年 9月 30 日・10 月 1日のみ有効】
問国民宿舎つくばね　☎ 42̶3121

石岡市民限定やさと温泉ゆりの郷
　ソフトドリンク 1杯サービス券
※食事の際に３人までドリンクサービス
【平成 29 年 9月 30 日・10 月 1日のみ有効】
問やさと温泉ゆりの郷　☎ 42̶4126

石岡市民限定まち蔵 藍
　ドリンク半額サービス券
※本券１枚でドリンク１杯が半額になります。
【平成 29 年 10 月 7日～ 9日のみ有効】
問まち蔵 藍　☎ 23̶8723

石岡市民限定農家の野菜直売所
  1,000円お買い上げでお茶1本サービス券
【平成 29 年 9月 28 日木～ 10 月 6日金
のみ有効※土日は定休】
問農家の野菜直売所　☎ 23̶6076

催し多数！

毎年 10月 1日は石岡市民の日
▶石岡市と八郷町が合併して 10年を迎
えた平成 27年 10月に制定されました。
----------------------------------------------------
石岡市表彰式典
▶市の発展に尽力した方々を表彰します。
日時／ 10 月 1日日　午後 1時
場所／石岡市民会館
問 秘書広聴課　☎ 23̶1111（内線 217）
----------------------------------------------------
大島花子コンサート
▶石岡ふるさと大使の大島花子さんが石
岡市民の歌「石岡、わがふるさと」を披
露します。
日時／ 10 月 1日日　午後 3時開演
場所／石岡市民会館
※詳しくは折込チラシをご確認ください。
----------------------------------------------------
市民史跡めぐり
日にち／ 10 月 7日土　定員 30人まで
※詳しくは15ページをご確認ください。

石岡市民憲章
　わたしたちは、ふるさとを誇り、活力と生きがいに満ちた平和なまちをつくるため、
　ここに市民憲章を定めます。
　1力を合わせ、みんなが集まる魅力あるまちをつくります。
　1きまりを守り、安全で安心して暮らせるまちをつくります。
　1互いを尊重し、笑顔と思いやりのあるまちをつくります。
　1色彩豊かな自然を生かし、きれいで快適なまちをつくります。
　1歴史と伝統に学び、文化を育むまちをつくります。
　1情熱をもって仕事にはげみ、夢と希望あふれるまちをつくります。
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